
2
Public Relations Kiho 2013 vol.85

月号

広報きほうKiho

マ
マ
の
分
ま
で
食
べ
ち
ゃ

っ
た

イチゴ狩り（相野谷保育所）



成
川
小
学
校 

新
校
舎
完
成
!!

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
を

成
川
小
学
校
の
新
校
舎

が
完
成
し
、
そ
の
開

校
式
が
１
月
７
日
、

同
校
の
新
校
舎
多
目
的
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
西
田

町
長
や
矢
熊
町
議
会
議
長
、
稲
葉

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
ら
約
30
人
が
出
席

し
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

新
校
舎
は
鉄
骨
造
２
階
建
て
の

延
べ
床
面
積
１
，
８
２
７
平
方
㍍

で
、
こ
れ
ま
で
の
木
造
校
舎
に
比

べ
て
約
５
０
０
平
方
㍍
広
く
な
り

ま
し
た
。
三
重
県
産
の
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
木
の

温
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
内
外
装
に

仕
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
２
階
に

は
、
図
書
室
の
他
に
多
目
的
ホ
ー

ル
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
耐
震
構

造
に
加
え
、
防
犯
シ
ス
テ
ム
も
完

備
さ
れ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
が
整
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
建
設
費
は
約
３
億

８
，
２
０
０
万
円
。

　

新
学
期
が
始
ま
っ
た
１
月
８
日

か
ら
は
、
児
童
た
ち
が
、
ピ
カ
ピ

カ
の
校
舎
に
目
を
輝
か
せ
な
が
ら

新
た
な
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
運
動
場
に
あ
る
仮
設

校
舎
が
撤
去
さ
れ
、
外
構
工
事
が

始
ま
り
ま
す
。
周
辺
の
フ
ェ
ン
ス

の
設
置
や
運
動
場
が
整
備
さ
れ
、

３
月
末
ま
で
に
は
す
べ
て
の
工
事

を
終
え
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

INTERVIEW

02. テープカットで新校舎の完成を祝
う関係者。03. 新校舎で初めての給食。
04. 教室の前には、手や歯を洗うこと
のできる洗面台が。05. 洗面台の横に
は、タオルやぞうきんをかけるフックが
設置されています。06. 新校舎の外観。
07. ゆったりとくつろぎながら本を読む
ことができる図書室。

01. 新しい校舎に大喜びの児童たち。廊下にもふんだんに木材が使用されています。
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６年生 ５年生 ４年生 ３年生 図書室

多目的
ホール

会議室

教材室

２階平面図

トイレ たんぽぽ教室

２年生 １年生

炊事室
配膳室

保健室

教育相談室

校長室 事務室

玄関

トイレ

職員室

１階平面図
校務員室

□ 位置　：　紀宝町成川６３２番地　　　□ 敷地面積　：　６，９７８．９８㎡
□ 構造　：　鉄骨造２階建て　　　　　　□ 延床面積　：　１，８２７㎡
□ 総事業費　：　５億８７０万円　（建築費：３億８，２００万円）

DATA

　子どもたちが、待ちに待っ
た新校舎が完成しました。
　耐震構造はもちろんのこ
と、不審者侵入防止のための
防犯システムの導入、子ども
たちの精神面での安心・安定
ということから三重県産木材
をふんだんに使った内装な
ど、「安心」という言葉を大
切にした新校舎を建築してい
ただきました。
　今後、保護者のみなさんを
はじめ、地域の方々に開かれ
た「安心できる学びの拠点」
となるよう、教職員一同一丸
となって、学校教育を展開し
てまいります。

Yuichi  Yamasaki

成川小学校

山﨑　裕一　校長

　６年生なので、３月までの
少しの時間しかないけど、新
校舎に入ることができてよ
かったです。教室や図書室、
多目的ホールなんか、全部が
きれいなのでとてもうれしい
です。

Tomoya  Shibashita

成川小学校児童会 会長

芝下　朋也　くん
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平
成
25
年
紀
宝
町
成
人

式
が
１
月
２
日
、
ま

な
び
の
郷
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
は

１
３
６
人（
男
性
65
人
、女
性
71
人
）

で
、
そ
の
う
ち
出
席
し
た
１
１
３

人
が
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
、
羽は

お
り
は
か
ま

織
袴

な
ど
に
身
を
包
み
、
祝
福
を
受
け

な
が
ら
、
人
生
の
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
向
井
哲
夫
町
教
育
委

員
長
が
開
式
の
辞
を
述
べ
、
西
田

健
町
長
が
「
常
に
夢
と
希
望
を
持

ち
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
果
敢
に

挑
戦
す
る
と
同
時
に
、
自
分
自
身

を
大
切
に
し
て
、
家
族
や
職
場
、

友
人
、
地
域
の
方
々
な
ど
自
分
を

取
り
巻
く
人
た
ち
と
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
自

分
の
人
生
を
切
り
開
い
て
く
だ
さ

い
」
と
祝
辞
を
送
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て

松ま
つ
も
と本
好よ

し
み充
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
は

大
人
と
し
て
、
今
ま
で
以
上
に
一

人
ひ
と
り
が
自
分
の
行
動
に
責
任

を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
社
会
の
一
員
と
し
て
社
会

に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
一
日
一
日

を
大
切
に
、
前
向
き
に
生
き
て
い

き
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
成
人
を
代
表
し
、
玉た

ま
き置

透と
う
ま馬
さ
ん
が
、
向
井
教
育
委
員
長

よ
り
記
念
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

希望を胸に 136 人が
人生の新たな一歩を踏み出す

ceremony

二人の夢は、患者さんの
気持ちのわかる看護師に
なることです。

勝田　真由さん　祐加さん

Katsuda 　 Mayu            　Yuka

（鵜殿）

将来は、結婚して子どもが
できて、幸せな家庭を築い
ていきたいと思っています。

大屋敷　真貴 さん　

Oyashiki 　 Masaki

（大里）

夢は、患者さんに寄り添っ
た、親切で優しい看護師
になることです。

德田　美津 さん　

Tokuda 　 Mitsu

（井田）

夢は、世界を股にかける
プロの和太鼓奏者になる
ことです。

上坪　儀尚 さん　

Kamitsubo 　 Yoshinao

（鵜殿）

大学では法学部なので、
将来はそれを活かした職
業に就きたいと思います。

榎本　奈美 さん　

Enomoto 　 Nami

（井田）

これからは、仕事などい
ろんなことにチャレンジ
していきたいと思います。

木之下　成美 さん　

Kinoshita 　 Narumi 

（井田）

紀南電工に勤めているので
すが、これからも仕事をが
んばっていきたいです。

向　克弥 さん　

Mukai 　 Katsuya

（神内）

４月から紀宝町役場に入るの
ですが、町職員として町に貢
献したいと思っています。

杉谷　視紗子 さん　

Sugitani 　 Misako

（鵜殿）

2013.01.02

紀宝町成人式　　ー 2013.01.02 ー

INTERVIEW

松本好充さ

ん

玉
置透馬さん
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災
害
に
強
く
、
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
て

◆
計
画
の
目
的

　

平
成
23
年
台
風
第
12
号
に
よ

る
大
水
害
の
猛も

う
い威
や
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
を
教
訓
と
し
、
自
然
災

害
を
施
設
等
の
整
備
に
よ
っ
て

防
御
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
災

害
時
の
被
害
を
最
小
化
す
る
「
減

災
」
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
被
災

地
の
復
旧
・
復
興
に
取
り
組
み
、

一
刻
も
早
い
被
災
者
の
生
活
再

建
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な

ま
ち
の
再
生
と
発
展
を
目
指
し
、

町
民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら

せ
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備

を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

◆
計
画
の
適
用
地
域

　

計
画
の
適
用
地
域
は
、
紀
宝
町

全
域
と
し
ま
す
。

◆
計
画
の
位
置
付
け

　

復
旧
・
復
興
計
画
は
、
総
合

計
画
お
よ
び
地
域
防
災
計
画
を

補
完
す
る
特
別
計
画
と
位
置
付

町
で
は
、
台
風
第
12
号

災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
を
す
み
や
か
に

推
進
し
、
か
つ
災
害
に
強
い
ま
ち

を
構
築
し
て
、
住
民
が
安
心
し
て

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
を

図
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
紀

宝
町
災
害
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
、
復
旧
・
復
興

計
画
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も

に
、
各
種
事
業
の
連
携
・
強
化
、

進
捗
状
況
の
調
整
管
理
な
ど
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
本
計
画
を

検
討
す
る
に
あ
た
り
、
紀
宝
町
議

会
災
害
復
興
特
別
委
員
会
に
お
い

て
協
議
を
重
ね
、
ま
た
区
長
の
み

な
さ
ん
に
も
貴
重
な
ご
意
見
を

伺
っ
た
な
か
で
、
各
種
の
復
旧
・

復
興
を
成
し
遂
げ
る
事
業
を
と
り

ま
と
め
た
「
紀
宝
町
平
成
23
年
台

風
第
12
号
災
害
復
旧
・
復
興
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

け
ま
す
。

　

ま
た
、
国
お
よ
び
三
重
県
の
各

種
事
業
や
そ
の
他
の
関
係
す
る
計

画
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
必

要
に
応
じ
て
計
画
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

◆
計
画
の
期
間

　

計
画
の
期
間
を
発
災
時
か
ら
平

成
28
年
度
ま
で
と
し
、
社
会
情
勢

等
の
変
化
に
よ
り
随
時
内
容
を
見

直
し
な
が
ら
、
緊
急
度
等
に
応
じ

て
復
旧
・
復
興
目
標
時
期
を
短
期

対
策
・
中
期
対
策
・
長
期
対
策
に

分
け
て
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◆
計
画
の
範
囲

　

復
旧
・
復
興
計
画
の
範
囲
は
、

紀
宝
町
が
主
体
と
な
っ
て
推
進
す

る
施
策
や
事
業
の
ほ
か
、
国
・
県

な
ど
の
公
的
機
関
や
町
民
・
地
域

団
体
な
ど
が
実
施
す
る
施
策
や
事

業
も
含
ん
で
い
ま
す
。

◆
計
画
の
推
進
体
制

　

復
旧
・
復
興
計
画
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
自
助
・
共
助
・
公
助

の
精
神
や
協
働
の
理
念
の
考
え
方

に
基
づ
き
、
町
民
・
地
域
団
体
・

行
政
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担

の
も
と
に
適
切
な
合
意
形
成
に
努

め
な
が
ら
、
創
造
的
な
復
旧
・
復

興
の
実
現
に
向
け
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

◆
復
旧
・
復
興
の
理
念

　
「
人
と
人
の
絆　

未
来
へ
確
か

な
復
興
」
を
台
風
第
12
号
災
害
復

旧
・
復
興
の
理
念
に
掲
げ
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
計
画
を
策
定
し
て

い
ま
す
。

　

本
計
画
書
は
今
後
、
製
本
・
印

刷
し
、
３
月
末
ま
で
に
完
成
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
産
業
建
設

課
（
☎
33
―
０
３
３
６
）
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
基
本
目
標
１
】

被
災
者
生
活
再
建

　

住
宅
の
再
建
や
生
活
支
援
、
医
療
や
福
祉
、
被
災
者
ケ
ア
な
ど
を

積
極
的
に
支
援
し
、
一
人
ひ
と
り
の
町
民
が
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
見

通
し
を
立
て
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

①
被
災
者
支
援
対
策

②
災
害
廃
棄
物
お
よ
び
土
砂
・
流
木
処
理

③
住
宅
の
提
供
（
被
災
者
応
急
住
宅
）

④
生
活
支
援
（
義
援
金
の
配
分
・
税
軽
減
）

⑤
被
災
児
童
へ
の
支
援

⑥
医
療
機
関
の
機
能
回
復

⑦
被
災
者
の
健
康
支
援

①
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促
進

②
道
路
等
公
共
土
木
施
設
の
復
旧

③
河
川
等
公
共
土
木
施
設
の
復
旧

④
農
地
・
林
道
等
施
設
の
復
旧

⑤
水
道
施
設
の
復
旧

⑥
公
園
等
施
設
の
復
旧

⑦
学
校
等
施
設
の
復
旧

⑧
福
祉
施
設
の
復
旧

①
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化

②
災
害
記
録
作
成

③
既
存
ダ
ム
の
治
水
機
能
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

④
熊
野
川
・
相
野
谷
川
の
総
合
的
な
治
水
対
策

⑤
土
砂
災
害
対
策

①
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
回
復
・
情
報
発
信

②
中
小
企
業
等
へ
の
事
業
再
建
支
援

③
農
林
水
産
業
者
へ
の
事
業
再
建
支
援

【
基
本
目
標
２
】

産
業
と
経
済
の
再
建

　

地
域
資
源
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
産
業
・
経
済
は
、
今
後
も
当
町

が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
産
業

と
経
済
の
再
生
・
復
興
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

【
基
本
目
標
３
】

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

　
「
自
助
（
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
）・
共
助
（
自
分
た
ち
の
住
ん

で
い
る
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
）・
公
助
（
公
共
機
関
か
ら
の
救
助
・

支
援
）」
を
念
頭
に
置
い
た
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
と
の
連
携
や

防
災
体
制
の
強
化
、
防
災
施
設
の
整
備
な
ど
を
進
め
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

【
基
本
目
標
４
】

イ
ン
フ
ラ
整
備

　

道
路
・
河
川
等
の
施
設
は
、
町
民
の
生
活
基
盤
で
あ
る
と
と
も
に
、

「
被
災
者
生
活
再
建
」・「
産
業
と
経
済
の
再
建
」・「
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
」
の
基
本
目
標
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
社
会
基
盤
施

設
で
あ
る
た
め
、
早
期
復
旧
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
迅
速
な
救
助
・
救
援
活
動
等
の
防
災
機
能
を
強
化
す
る
高

規
格
道
路
網
の
整
備
を
促
進
す
る
取
り
組
み
を
進
め
、
よ
り
災
害
に

強
い
「
イ
ン
フ
ラ
整
備
」
を
目
指
し
ま
す
。

【理念】 人と人との絆　　未来へ確かな復興

「
台
風
第
12
号
災
害
復
旧
・
復
興
計
画
」
策
定

甚大な被害をもたらした台風第 12 号災害。
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所
得
税
・
町
県
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に
！

申
告
相
談
期
間
は
、
２
月
18
日
㈪
か
ら
３
月
15
日
㈮
ま
で表② 確定申告、町県民税申告相談日程表

月／日 会　　場 受付時間 対象地区

2 月 20 日
（水）

阪松原生活改善センター   9:30 ～ 11:30 阪松原

桐原生活改善センター 13:30 ～ 16:00 桐原上、桐原下

2 月 21 日
（木）

鮒田構造改善センター   9:30 ～ 11:30 鮒田

高岡老人憩いの家 13:30 ～ 16:00 高岡

2 月 22 日
（金） 役場２階 小会議室

  9:30 ～ 11:30 鵜殿

13:30 ～ 16:00 全地区

2 月 25 日
（月） 紀宝町保健センター（神内）

  9:30 ～ 11:30
神内

13:30 ～ 16:00

2 月 26 日
（火） 役場２階 小会議室

  9:30 ～ 11:30 鵜殿

13:30 ～ 16:00 全地区

2 月 27 日
（水）

永田青年クラブ   9:30 ～ 11:30 永田、小畑

平尾井生産活動センター 13:30 ～ 16:00 平尾井西、平尾井東、井内

2 月 28 日
（木）

北檜杖多目的集会施設   9:30 ～ 11:30 北檜杖、瀬原

浅里生活改善センター 13:30 ～ 16:00 浅里

３月４日
（月） 井田公民館

  9:30 ～ 11:30 茶屋地

13:30 ～ 16:00 馬場地、地下

３月６日
（水）

飯盛多目的集会施設   9:30 ～ 11:30 飯盛

成川生活改善センター 13:30 ～ 16:00 下地

３月７日
（木）

上地多目的集会施設   9:30 ～ 11:30 上地

中村多目的集会施設 13:30 ～ 16:00 中村

３月８日
（金） 役場２階 小会議室

  9:30 ～ 11:30 鵜殿

13:30 ～ 16:00 全地区

３月 11 日
（月）

下り場集落センター   9:30 ～ 11:30 下り場

上野農事集会所 13:30 ～ 16:00 上野

３月 13 日
（水） 大里多目的集会施設

  9:30 ～ 11:30 津本

13:30 ～ 16:00 大里西、大里東

２月 18・19 日
３月 １・５・12・14・15 日

役場 2 階
小会議室

  9:30 ～ 11:30
全地区

13:30 ～ 16:00

※近くの会場で受けられない方は、紀宝町役場で行う『全地区』の日にお越しください。
　（紀宝町役場では、『全地区』の日程以外は申告相談はできません。）
※提出のみの方は、期間内に紀宝町役場税務住民課の窓口へお越しください。

町
で
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
表
①
、
表
②
の
日
程
表
の
と
お
り
、
申
告
相
談
等
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
申
告
に
際
し
て
は
、
多
く
の
方
に
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
な
く
申
告
相
談
が
行

え
る
よ
う
、
事
前
に
帳
簿
や
領
収
書
な
ど
の
集
計
を
行
っ
た
う
え
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
青
色
申
告
を
行
う
方
、
相
談
内
容
が
複
雑
な
方
、
譲
渡
所
得
が
あ
る
方
は
、
直

接
税
務
署
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

❶ 

申
告
が
必
要
な
方

（
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方

は
、
町
県
民
税
申
告
は
不
要
で
す
）

　

平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
、
町
内

に
住
所
の
あ
る
方
で
、
次
に
該
当
す

る
方
は
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

⑴
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・

そ
の
他
の
事
業
）、
配
当
所
得
、

不
動
産
所
得
、
利
子
所
得
お
よ

び
雑
所
得
の
あ
る
方

⑵
給
与
所
得（
ア
ル
バ
イ
ト
・
パ
ー

ト
代
、
専
従
者
給
与
も
含
み
ま

す
。
以
下
同
じ
で
す
）
で
次
に
該

当
す
る
方

㋐
勤
務
先
か
ら
町
に
給
与
支
払
報

告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

㋑
平
成
24
年
中
に
退
職
し
、
再
就

職
し
て
い
な
い
方

㋒
給
与
所
得
以
外
に
他
の
所
得

の
あ
る
方
（
給
与
所
得
以
外

の
所
得
が
20
万
円
以
下
で
所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
必

要
の
な
い
方
で
も
住
民
税
の

申
告
は
必
要
に
な
り
ま
す
）

㋓
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

て
い
る
方

⑶
配
当
所
得
が
あ
る
方
の
う
ち
次

に
該
当
す
る
方

㋐
非
上
場
株
式
の
配
当
所
得
が

あ
る
方
（
所
得
税
の
源
泉
徴

収
税
率
が
20
％
） 

㋑
上
場
株
式
の
配
当
所
得
の
う

ち
、発
行
済
み
株
式
総
数
の
５
％

以
上
を
所
有
す
る
方
（
所
得
税

の
源
泉
徴
収
税
率
が
20
％
）

⑷
町
外
在
住
の
親
族
の
配
偶
者
控

除
・
扶
養
控
除
の
対
象
に
な
っ
て

い
る
方

⑸
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る

方
（
年
間
10
万
円
以
上
あ
る
い
は

所
得
金
額
の
５
％
以
上
の
医
療
費

の
支
払
い
が
あ
る
方
）

⑹
寄
附
金
控
除
の
適
用
を
受
け

る
方

⑺
初
め
て
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
の
適
用
を
受
け
る
方

❷ 

申
告
が
必
要
な
い
方

⑴
給
与
所
得
の
み
で
年
末
調
整
が

適
正
に
行
わ
れ
、
勤
務
先
か
ら
町

に
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
方

⑵
公
的
年
金
等
所
得
の
み
で
年
金

支
給
者
か
ら
町
に
公
的
年
金
等
支

払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
方

⑶
前
年
中
に
所
得
が
な
く
、
町
内

居
住
の
親
族
の
配
偶
者
控
除
・
扶

養
控
除
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
方

⑷
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４

０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、

そ
の
年
分
の
公
的
年
金
等
に
係
る

雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
の
方
（
※
公
的
年
金
等
以

外
の
所
得
が
20
万
円
以
下
で
所
得

税
の
確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な

い
方
で
も
住
民
税
の
申
告
は
必
要

に
な
り
ま
す
）

※
所
得
が
な
い
方
（
課
税
所
得
と

な
ら
な
い
障
害
年
金
ま
た
は
遺

族
年
金
の
み
の
方
も
含
む
）
で

も
、
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て

い
る
場
合
や
、
所
得
に
関
す
る

証
明
書
（
年
金
、
福
祉
、
公
営

住
宅
、
教
育
、
融
資
関
係
な
ど
）

を
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
申
告

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
所
得
の
状
況
に
よ
り
保
険

税
等
の
軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
申
告
を
さ
れ
て
い
な

い
と
、
こ
の
軽
減
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

❸ 

申
告
の
際
に
必
要
な
も
の

⑴
印
鑑

⑵
平
成
24
年
中
の
所
得
の
わ
か
る

も
の

※
給
与
に
関
し
て
は
、
源
泉
徴
収

票
、
給
与
明
細
書
ま
た
は
事
業
主

の
証
明
書
（
働
い
た
日
数
・
日
給
・

年
間
支
払
額
な
ど
）

※
年
金
に
関
し
て
は
、
公
的
年
金

な
ど
の
源
泉
徴
収
票

※
事
業
所
得
・
不
動
産
所
得
な
ど

に
関
し
て
は
、
収
支
内
訳
書
な
ど

（
事
前
に
帳
簿
や
領
収
書
な
ど
の

集
計
を
行
い
、
必
ず
収
支
内
訳
書

を
作
成
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
）

⑶
国
民
年
金
保
険
料
・
生
命
保
険

料
・
個
人
年
金
保
険
料
・
介
護
医

療
保
険
料
・
地
震
保
険
料
な
ど
の

支
払
証
明
書

※
国
民
年
金
保
険
料
は
日
本
年

金
機
構
が
発
行
す
る
「
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
を
添
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

⑷
医
療
費
控
除
の
適
用
を
受
け
る

方
は
、
医
療
費
の
領
収
書
、
保
険

金
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が

わ
か
る
も
の

（
事
前
に
領
収
書
を
集
計
し
て
お

越
し
く
だ
さ
い
）

⑸
障
害
者
控
除
の
適
用
を
受
け
る

方
は
、
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

ま
た
は
65
歳
以
上
の
方
で
障
害
者

に
準
ず
る
と
す
る
要
介
護
認
定
を

受
け
て
い
る
方
は
役
場
の
証
明
書

⑹
勤
労
学
生
控
除
の
適
用
を
受

け
る
方
は
、
学
生
証
ま
た
は
在

学
証
明
書

⑺
所
得
税
還
付
申
告
を
受
け
る
方

は
、
ご
本
人
名
義
の
預
金
口
座
番

号
の
わ
か
る
も
の

▼
申
告
に
関
し
て
詳
し
く
は
、

役
場
税
務
住
民
課
（
☎
33
―
０

３
３
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

尾
鷲
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

尾
鷲
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場

は
、
尾
鷲
市
民
文
化
会
館
（
せ
ぎ

や
ま
ホ
ー
ル
）
で
す
。
ま
た
、
国

税
庁
や
税
務
署
に
つ
い
て
は
、
22

㌻
「
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
便
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※２月 18 日（月）・19 日（火）には、税理士による無料申告相談も行われますのでご利用ください。

表① 尾鷲税務署による事前申告受付日程表
月／日 会　　場 受付時間 対　　象

2 月 13 日
（水） 役場２階 小会議室

10:00 ～ 11:30 ・還付申告をされる方（年金、給与
所得）

・医療費控除や住宅借入金特別控除
の適用を受ける方

・災害による雑損控除等で申告され
る方

・その他申告についての相談のある方

13:30 ～ 16:00

2 月 14 日
（木） 役場２階 小会議室

  9:00 ～ 11:30

13:30 ～ 16:00

2 月 15 日
（金） 役場２階 小会議室

  9:00 ～ 11:30

13:30 ～ 16:00

2 月 18 日
（月） 役場２階 小会議室

  9:30 ～ 11:30 ・上記の内容の方
・青色申告をされる方
・相談内容が複雑な方
・譲渡の申告をされる方（土地、建

物や株式など）

13:30 ～ 16:00

2 月 19 日
（火） 役場２階 小会議室

  9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 16:00
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　紀宝町ファミリーサポートセンターでは、子ども
のことを中心として、食生活、遊び、看護等につい
て学ぶことができる講習会を開催します。この講座
をすべて受講すると、サポート会員として活動する
ことができます。ご自身の子育てはもちろん、お孫
さんを預かるときにも役に立てていただけます。サ
ポート会員になりたい方、子育てを応援してみよう
と思われる方は、ぜひ受講してください。

紀宝町ファミリーサポートセンターとは
　紀宝町ファミリーサポートセンターとは、子育
てを助けてほしい人（依頼会員）の要望に応じて、
子育てのお手伝いができる人（サポート会員）を
紹介し、地域で子育てをサポートしていく会員組
織です。サポート会員は、有償でサポート活動を
行います。

▶詳しくは、紀宝町ファミリーサポートセンター（☎３２－４３８８）までお問い合わせください。

「サポート会員講習会」受講生募集 !!
紀宝町ファミリーサポートセンター紀宝町土砂災害情報相互通報システム

土砂災害情報等メール配信サービスをご利用ください

月／日 場　所 時　間 講座内容 講師（敬称略） No

2 月 16 日
（土）

保健センター ２階
活性化ホール

  9:00 ～ 10:30
ファミリーサポートセンターの
概要とオリエンテーション

町ファミリーサポートセンター
アドバイザー　淡海 順子

①

10:30 ～ 12:00 安全に預かるために
町ファミリーサポートセンター
アドバイザー　淡海 順子

②

13:00 ～ 14:30
子どもの心に寄り添う
～地域で子どもを育てる～

町特別参与（医師）　二村 昭　 ③

14:30 ～ 16:00 保育の心・子どもの遊び 町統括保育所長　　平 典子 ④

2 月 17 日
（日）

保健センター ２階
活性化ホール

  9:00 ～ 14:00
子どもの栄養と食生活
※準備物：エプロン・三角巾

町管理栄養士　　寺澤 博子 ⑤

14:00 ～ 16:00
社会で子どもを育てるために
～親支援を広げる～

町ファミリーサポートセンター
アドバイザー　淡海 順子

⑥

2 月 23 日
（土）

紀宝町役場 ２階
大会議室

  9:00 ～ 12:00
子どもの発育と発達
障がいのある子どもの預かり

通園くじら園長　　細野 桂子 ⑦

13:00 ～ 16:00 子どもの安全と事故　幼児救急法 熊野消防署紀宝分署 ⑧

2 月 24 日
（日）

紀宝町役場 ２階
大会議室

  9:00 ～ 12:00 子どもの暮らしとケア・小児看護 町保健師　　垣内 和美　　 ⑨

13:00 ～ 16:00 事業を円滑にすすめるために
町ファミリーサポートセンター
アドバイザー　淡海 順子

⑩

※講座は、４日間の受講を原則としますが、この事業ならびに講座に関心があり、一部受講を希望される方の参加も受け付けます。
※申込者多数の場合は、サポート会員希望者を優先させていただきます。
※都合により内容等、変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

町ファミリーサポートセンター
アドバイザー　淡海 順子

　この講習会は、子育てに関する知識を学んでいただくも
ので、ご自身の子育てはもちろん、お孫さんを預かるとき
にも役に立てていただける内容です。
　また、依頼会員の登録も随時受け付けています。万が一
に備えて、登録しませんか？

◆ 対　象　者　　紀宝町に在住の 20 歳以上の方
◆ 受　講　料　　無料
◆ 申込締切日　　２月 12 日（火）まで
◆ 申　込　先　　紀宝町ファミリーサポートセンター（子育て支援センター内）

紀宝町メール配信サービス

こちらは、紀宝町メール配信サービスです。
メール配信サービスの登録 ･ 設定変更・
配信停止は､ こちらに空メールを送信し
てください｡
entry_dosha@dosha.town.kiho.lg.jp

携帯電話などで迷惑メール防止対策の設
定をされている方は､ 登録される前に「@
dosha.town.kiho.lg.jp｣ からのメール受
信が可能なように設定を行ってください｡

２

From: 紀宝町メール配信サービス
Subject: 配信登録案内
紀宝町メール配信サービスです。
登録 ･ 設定変更・配信停止は、下記のアド
レスにアクセスして行ってください。
●重要：あなた専用のアドレスです。転送
しないで下さい。
http://touroku.kiho-mail.jp
/touroku/1LnftW1YUtcB1LrP3e1Sk3
Vm7o5juO8tyf6t8uuGS47xR5xS26Np
jV7BrfhH1BO6Q 
■登録に当たっては、配信を希望する…

３

③メール配信を希望する情報の□にチェッ
クを入れてください。
□気象情報（警報）
□津波注警報
□地震情報
□役場からのお知らせ
※～注意書き（略）～
全ての設定が完了しましたら、「設定完了」
ボタンをクリックしてください。
登録後、確認用のメール　　～（略）～

６

紀宝町メール配信サービス
①氏名（ニックネーム）
氏名を入力してください。ニックネームも
可能です。

②土砂災害危険度情報
危険度レベルとメール情報を希望する地区
を選択してください。地区は複数選択でき
ますが、あまり多いとメールが多数配信さ
れることがあります。
 【危険度レベル】
　○配信は希望しない
　◎危険レベル（高）以上から
　○警戒レベル（中）以上から
　○注意レベル（低）以上から
※危険度レベルは、「注意」⇒「警戒」⇒「危
険」の順に高くなります。

【配信対象地区】
□全地区

（注意：メールが多数配信されます）
□井田

５

紀宝町メール配信サービス
こちらは、紀宝町メール配信サービスです。
本サービスを希望される方は、下記の「ご
利用上の注意」をご確認のうえ、お申し込
みください。

ご利用上の注意
「ご利用上の注意」の内容に同意される方
は、「同意して登録」ボタンを押してくだ
さい。設定変更の場合もこちらのボタンを
押してください。

４

From: 紀宝町メール配信サービス
Subject: 配信登録確認
紀宝町メール配信サービスです。
下記内容にて、メール配信サービスに登録
を行いました。
本メールに身に覚えがない場合は、恐れ入
りますが、下記までご連絡願います。
紀宝町役場　0735-33-0335
■氏名
　紀宝太郎
■配信情報
土砂災害危険度情報

７

クリック

１ 登録の手順
1携帯電話のカメラ機能を使用し、ＱＲコードから読み込みます。
2空メール送信画面が表示されるので、空メールを送信します。
3配信登録案内メールが返信されてきます。
4配信された URL にアクセスすると配信登録画面が表示される

ので、　ご利用上の注意を確認し、「同意して登録」を押します。
5各種情報設定画面より配信を希望する情報を入力します。
6設定が完了したら、「設定完了」ボタンを押します。
7登録内容が確認メールとして配信されてきて、登録終了です。

同意して登録

設定完了

記入

お好きな

ところに

チェック

希 望 す る

地 区 に

チェック

クリック

配信希望に

チェック

確認

クリック

クリック

　町では、三重県の協力を得て、土石流、地すべ
り、がけ崩れなどによる土砂災害から人命を守るた
めに、平常時から災害時を通じて、土砂災害関連情
報を提供できるシステムを導入しています。
　土砂災害情報等メール配信サービスでは、土砂災
害情報や気象情報（警報）、地震・津波情報、役場
からのお知らせ等の情報をメールでお届けします。

（※役場からのお知らせは、防災情報のみです）下
記メールアドレスを直接入力し、空メールを送信す
る、または、携帯電話のカメラ機能を使用して1の
ＱＲコードを読み取り、登録してください。
アドレス  ：  entry_dosha@dosha.town.kiho.lg.jp
▶詳しくは、役場総務課防災対策係（☎３３―０３
３５）までお問い合わせください。
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町
内
17
か
所
で

　

開
設
し
て
い
ま
す

　

住
民
票
の
発
行
業
務
な
ど
を
郵

便
局
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
た
め
、
町
職
員
が
町
内
17
か

所
に
出
向
い
て
、
移
動
支
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。（
表
①
移
動
支

所
開
設
日
程
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

お
住
ま
い
の
近
く
で
、
役
場
業

務
が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

移
動
支
所
の
業
務
内
容

　

住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
納
税
証

明
書
な
ど
の
申
請
受
付
事
務
（
交

付
は
後
ほ
ど
、
郵
送
か
職
員
が
直

接
お
届
け
し
ま
す
）
や
、
町
税
、

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
事
務
、

役
場
へ
の
各
種
届
け
出
事
務
な
ど

を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課

（
☎
33
―
０
３
３
７
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お住まいの近くで、役場業務が利用できます

移動支所をご利用ください

浄
化
槽
設
置
分
担
金
は

設
置
工
事
の
２
割

単
独
槽
撤
去
費
に
対
し
て

９
万
円
を
上
限
に
補
助

　

単
独
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し

て
い
る
世
帯
で
は
、
ト
イ
レ
の

水
洗
化
が
済
ん
で
い
る
こ
と
や
、

合
併
処
理
浄
化
槽
に
切
り
替
え

　

同
事
業
で
設
置
を
推
進
し
て

い
る
浄
化
槽
は
、
高
度
処
理
型
合

併
処
理
浄
化
槽
と
い
っ
て
、
通

常
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の
２
倍

の
処
理
能
力
を
有
す
る
浄
化
槽

で
す
。
町
で
は
、
高
度
処
理
設

置
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
町
の

水
環
境
が
よ
り
き
れ
い
に
な
る

よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

事
業
の
推
進
に
は

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
活
用

　

町
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
市

町
村
設
置
型
に
よ
る
「
紀
宝
町
営

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
」
で
の
浄

化
槽
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
で
は
、
民
間
の
資
金
力

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ

手
法
を
導
入
し
て
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
事
業
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
町
が
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
委

託
契
約
を
結
ぶ
「
紀
宝
町
下
水
道

サ
ー
ビ
ス
㈱
」
が
、
浄
化
槽
の
設

置
や
維
持
管
理
、
料
金
徴
収
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

契
約
先
で
あ
る
下
水
道
サ
ー
ビ

ス
は
、
設
置
前
の
相
談
や
見
積
り
、

事
務
手
続
き
な
ど
、
町
と
住
民
の

み
な
さ
ん
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

町
営
浄
化
槽
事
業
の
推
進
に
向
け
、

様
々
な
推
進
策
に
よ
る
町
営
浄
化

槽
の
設
置
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
新
規
設

置
、
単
独
処
理
浄
化
槽
や
く
み
取

り
式
ト
イ
レ
か
ら
合
併
処
理
浄
化

槽
へ
の
入
れ
替
え
な
ど
の
ご
相
談

や
見
積
り
な
ど
は
、
紀
宝
町
下
水

道
サ
ー
ビ
ス
㈱
（
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
１
２
０
ー
６
２
０
ー

６
９
０
）
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

家
庭
で
で
き
る
温
暖
化
対
策

～
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
～

シ
リ
ー
ズ
　
ス
ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化
　
そ
の
�

ご
み
パ
ッ
ク
は
取
り
替
え
る

ご
み
パ
ッ
ク
が
い
っ
ぱ
い
に

な
る
と
、
吸
引
力
が
落
ち
電
力
を

余
計
に
消
費
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ご
み
パ
ッ
ク
は
適
宜
交
換
し
ま

し
ょ
う
。

▼
詳
し
く
は
、役
場
環
境
衛
生
課（
☎

33
―
０
３
３
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

掃
除
の
仕
方
も
工
夫
次
第
で
節

電
に
な
り
ま
す
。
先
に
部
屋
を
片

付
け
て
、
大
き
な
ご
み
は
拾
っ
て

お
く
と
、
掃
除
機
を
使
う
時
間
を

減
ら
せ
ま
す
。
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や

階
段
は
、
ほ
う
き
や
モ
ッ
プ
で
ご

み
を
集
め
て
掃
除
機
で
吸
い
取
る

と
手
軽
に
済
ん
で
省
エ
ネ
で
す
。

ま
た
、
畳
や
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
は

「
弱
」
で
も
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

掃
除
す
る
場
所
や
ご
み
の
量
に
応

じ
て
、
掃
除
道
具
を
使
い
分
け
て

み
ま
し
ょ
う
。

開設日 　会　　場　 開設時間

月
曜
日

４日
18日
25日

桐原生活改善センター 　９：００～１０：１５
平尾井高齢者生産活動センター １０：３０～１１：４５
大里多目的集会施設 １３：３０～１４：４５
上野農事集会所 １５：００～１６：１５

火
曜
日

５日
12日
19日
26日

浅里生活改善センター 　９：００～１０：１５

北桧杖多目的集会施設 １０：３０～１１：４５

中村多目的集会施設 １３：３０～１４：４５

水
曜
日

６日
13日
20日
27日

阪松原生活改善センター 　９：００～１０：１５
永田青年クラブ １０：３０～１１：４５
井田公民館 １３：３０～１４：４５
地下集会所 １５：００～１６：１５

木
曜
日

７日
14日
21日
28日

上地多目的集会施設 　９：００～１０：１５
下地生活改善センター １０：３０～１１：４５
茶屋地構造改善センター １３：３０～１４：４５
下り場集落センター １５：００～１６：１５

金
曜
日

１日
８日
15日
22日

高岡老人憩の家 　９：００～１０：１５

鮒田構造改善センター １０：３０～１１：４５

表① ２月の移動支所開設日程 ピンク色は、移動図書館も開設

今月のテーマ   

掃除機

部屋を片付けてから掃除機をかける
掃除機を利用する時間を、１日１分短縮
した場合。 ▶

『出典：財団法人省エネルギーセンター／家庭の省エネ大事典』

年間削減効果

電 気    5.5kWh
CO2  1.9kg

年間節約金額

約  120 円

　

町
で
は
、
水
環
境
を
守
る
た
め
、
平
成
20
年
度
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
（
※
）
に
よ
る
町
営
浄

化
槽
整
備
推
進
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
浄
化
槽
を
設
置
す
る
に
あ
た
っ
て
の
疑
問
点

な
ど
は
、
お
気
軽
に
紀
宝
町
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
㈱
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
※
）
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
：Private Finance Initiative

の
略
で
、
民
間
資
金
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
て
公
共
施
設
等
を
整
備
し
た
り
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
し
た
り
す
る
手
法

浄
化
槽
の
こ
と
な
ら

な
ん
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

今
月
の
テ
ー
マ

シ
リ
ー
ズ

～
き
れ
い
な
川
を

　
　
未
来
に
残
そ
う
～

そ
の
�

使う前に

 部屋を片付けて

　

同
事
業
で
浄
化
槽
を
設
置
し

た
場
合
、
浄
化
槽
の
本
体
を
設

置
す
る
た
め
の
分
担
金
と
し
て
、

設
置
工
事
費
の
２
割
を
、
分
担

金
と
し
て
ご
負
担
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
（
負
担
金
額
は
、

表
①
を
参
照
）。

　

浄
化
槽
を
設
置
す
る
た
め
に

は
、
各
家
庭
か
ら
で
る
排
水
を
浄

化
槽
ま
で
つ
な
ぐ
流
入
管
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
流
入
管
工
事

は
、申
請
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

る
に
は
、
す
で
に
設
置
済
み
の

単
独
処
浄
化
槽
の
撤
去
費
用
が

か
か
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
な

か
な
か
設
置
替
え
が
進
ま
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　

同
事
業
で
は
、
単
独
処
理
浄

化
槽
か
ら
の
設
置
替
え
を
よ
り

促
進
し
た
い
こ
と
か
ら
、
設
置

替
え
を
行
っ
て
い
た
だ
く
方
に
、

単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去
工
事

費
に
対
し
て
、
９
万
円
を
限
度

と
し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
の
水
環
境
を
守
る
た
め
に

も
、
同
事
業
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
浄
化
槽
の
入
れ
替
え
な
ど

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

浄化槽の種別 分担金の額

５人槽 １６５，５００　円

７人槽 ２０８, ３４０　円

１０人槽 ２７６，８００　円

１１人槽以上 環境衛生課までお問い合わせください

※分担金には、７条検査費用 8,000 円が含まれています。

表①　浄化槽設置にかかる分担金の額
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P o l i c e

役場環境衛生課（☎３３－０３３８）紀宝警察署（☎３３－０１１０）

R e c y c l e

ワンポイント♪
金具の部分が取り外せない革製
品などは、「資源にならないビン・
金物」の日に出してください。

◆締め切り　
　２月 12 日（火）必着
　※当選者は、来月号の
　このコーナーで。
■１月号の正解
　①総理　②消費者　③交流　④油　⑤今昔
■１月号当選者
　（応募総数 32 通・正解者 32 人　賞品は「干物セット）
　石

い し も と

本 千
ち よ ま つ

代松さん（大里）、中
な か お

尾 和
か ず よ

代さん（成川）
　水

み ず の

野 良
りょうきつ

橘さん（井田）
　南

みなみ

　 真
ま み

美さん（井田）
　藤

ふ じ も と

本 恵
け い こ

子さん（鵜殿）
▶詳しくは、役場企画調整課
広報係（☎３３－０３３４）まで
お問い合わせください。

抽選で特産品が当たります！

Q u i z

koho@town.kiho.lg.jp

◆問題
①成川小学校○○○完成 !!
②「台風○○号災害復旧・復興計画」策定
③「○○○○会員講習会」受講生募集 !!
④○○の魅力をまとめた冊子を作成
⑤３月○日から津波警報が変わります

◆応募資格　紀宝町内に在住の方
◆応募方法　ハガキかメール（koho@town.kiho.lg.jp）
で、クイズの答え５問分（○の中に入る数字や文字）
と、住所、氏名、年齢、電話番号、町や「広報きほう」
についてのひと言を書いて、役場企画調整課広報係

（〒 519 － 5701 紀宝町鵜殿 324）まで応募してくださ
い。正解者の中から、抽選で５名の方に、右写真の「町
の特産品」をお贈りします。

B o o k s

今月のおススメ

何気ない日常の風景の中
にある光輝くような希望
や喜び…。一昨年の東日
本大震災の後に描かれた
心にしみわたる作品です。

願いごとをきいてくれる
「はっぴぃさん」に会いに
行った男の子と女の子は
…。深く静かに感動がこ
みあげてきます。

ねむりひめ
荒井良二 / 著
NHK 出版

ＮＨＫ朝の連続テレビ小
説のオープニングを担当
する絵本作家・荒井良二
さんが描き下ろすオリジ
ナリティー豊かな物語。

荒井良二 / 作・絵
偕成社

バスにのって
荒井良二 / 作
偕成社

はっぴぃさん
荒井良二 / 著
偕成社

あさになったのでまどをあけますよ

異国情緒あふれる風景の
中で、ゆったりとバスを
待つ流れるような時間。
今とはまた少し違う荒井
良二さん初期の傑作！

◆   蔵書点検による休館のお知らせ  ◆
　このたび図書館では、下記の期間、蔵書点検のた
め休館いたします。蔵書点検とは、館内の本の所在
を明らかにするための点検作業です。 長期の休館に
より大変ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力
をお願いいたします。 

休館期間　２月 11 日（月）～ 21 日（木）

鵜
殿
図
書
館

岸
司
書

今月のテーマは

「荒井良二さんの絵本」

◆鵜殿図書館（☎３２－４
よ

６
む

４
よ

６
む

）
◆利 用 時 間：９：３０ ～ 18：００
◆休　館　日：毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日

図書館だより

ごみ博士　タカミチさん

２月号の当選者へは

でこぽん

ゴム製品や革製品は「燃料ごみ」で！人ごとと思わないで、サイバー犯罪！
　最近、国民の財産やプライバシー、企業の営業
秘密や顧客情報を狙ったサイバー犯罪等が相次い
でいます。被害拡大の防止を図るため、次のこと
に注意しましょう。
○パソコン等の情報端末にウイルス対策ソフトを

導入する
○面識のない送信者や怪しげな件名のメールは開

かず削除する
○ＩＤ・パスワードをしっかり管理し、同じパス

ワードの使い回しをしない
　また、被害に遭った場合は、警察に相談・届出
をしてください。

　長靴や運動靴などのゴ
ム製品や革製品は、固形燃
料（RDF）の材料となる
ので、「燃料ごみ」の日に
出してください。

Consumer

消費者トラブルに負けないぞ！！

▶詳しくは、役場企画調整課（☎３３－０３３４）までお問い合わせください。

◆三重県消費生活センター
【月～金・日曜日】午前９時から午後４時まで☎０５９－２２８－２２１２

　知識や経験が乏しい未成年者は、判断能力が
未熟なため、契約をして、思わぬ不利益を受け
ることが少なくありません。このため、法律は、
未成年者を保護するための制度を設けており、
法定代理人（親権者、両親など）の同意を得な
い契約は取り消すことができます。
　しかし、未成年者の契約の取り消しには難し
い点が多く、事前に法規をよく心得ておく必要
があります。次の場合には、未成年者の契約で
あることを理由としても取り消すことができな
いので注意してください。

【注意点】
①法定代理人が認めた契約
②小遣いなど許された範囲内での契約
③未成年者が営業を許可されている場合、営業

の範囲で許された財産の処分
④未成年者が詐術（だます手段）を行った場合
⑤法定代理人が追認した場合（代金の一部を支

払った等）
⑥本人が成人後、代金を支払うなどして追認し

た場合
⑦取消権が時効（成年になって５年）によって

消滅した場合
⑧未成年が結婚している場合

◆ 未成年者の契約の注意点 ◆ 

２月 23 日（土） 
今月のおはなし会

く
つ

長
ぐ
つ

０ 歳 児  10:00 ～ 10:30、１歳以上  11:00 ～ 11:30
３歳以上  13:30 ～ 14:00、小 学 生  14:00 ～ 14:30

今月のテーマ
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  エネルギー（1 人分）：約 405kcal

     　　　  　　　 　 塩分 ：約 0.7 ｇ　

今月のお料理

楽しく、おいしい　簡単料理 ♪　No.65

【作り方】
① アボカドは種と皮をとってサイコロ状に切り、レモン

汁をふりかけておく。野菜は食べやすい大きさに切る。
② 納豆は付属のしょうゆを加えてよく混ぜる。さらに

わさびを少々加えて混ぜる。
③ 温かいご飯をお茶碗に盛り、①、②をそれぞれ上から

かける。お好みで刻みねぎを添えたら出来上がり☆

　今回は、アボカドと納豆を使った料理の紹
介です。火を使わず、材料をサッと切るだけ
の簡単メニューなので朝ごはんにお勧めで
す。アボカドには抗酸化作用のあるビタミン
E、納豆には骨の形成を促すビタミン K が多
く含まれています。
　朝ごはんは、栄養を補給するだけでなく、
新しい一日の始まりとして脳と体をリセットし、
目覚めさせる大切な役割もあります。朝ごは
んを食べて、元気に 1 日を始めましょう！

日 会 場 と 開 催 時 間
１・８・15・22日 保健センター （午後 0 時 30 分～２時）

※ 要予約 ： 詳しくは、紀宝町地域包括支援センター（☎３３－0175）まで。

貯筋運動（イスに座ってできる簡単な運動です）
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シンプルな
のに栄養バ

ッチリ♪

パパッと作る朝ごはん♪

「アボカドと納豆のミニ丼」

“ちゃれんじ”健康づくり教室（介護予防事業）

日 会 場 と 開 催 時 間
14日 中村多目的集会施設 （午前10時～11時30分）

※ 要予約 ： 詳しくは、紀宝町地域包括支援センター（☎３３－0175）まで。

【材料（１人分）】
温かいご飯 お茶碗軽く１杯
アボカド 1/4 個
レモン汁 少々
トマトなどの野菜 お好みで
納豆 1/2 ～ 1 パック
わさび 少々

Health　February　Calendar

２月の健康カレンダー
子どもとお母さん（会場 紀宝町保健センター）

日 内 容 と 開 催 時 間
26日 す く す く 育 児 相 談　（午前９時30分～11時30分）

※要予約：詳しくは、保健センター（☎ 32-3700）まで。

日 会 場 と 開 催 時 間
６日 鵜殿地域交流センター （午前9時30分～11時）

※ 要予約 ： 詳しくは、紀宝町地域包括支援センター（☎３３－0175）まで。

元気塾（介護予防事業）

２月の休日救急当直医
日 病 院 名 内科・外科

３日 米 良 ク リ ニ ッ ク ☎（21）7878 外 科
10日 米 良 医 院 ☎（22）2710 内 科
11日 佐 野 内 科 ☎（28）3266 内 科
17日 熊 野 路 ク リ ニ ッ ク ☎（21）2110 内 科
24日 谷 地 内 科 ☎（23）3088 内 科
日・祝 紀南医師会 応急診療所 ☎0597（88）1001 内 科

※ 変更する場合がありますので、確認のうえ受診してください。
※ 診療科目が異なる場合は、三重県救急医療情報センターコールセンター  
　（☎０５９７－８９－１１９９）にご相談ください。

こんにちは 保健師 です！  No.84

今月のテーマ

今月は
 中口紀子保健師

ロコモティブシンドローム

今月のテーマ

竹田歯科衛生士の歯の健康一口メモ    No.84

乳幼児の前歯にできるむし歯

歯を大切に
　しようね♪

　一般的に生後１歳６か月ではむし歯はできにく
いものですが、むし歯有病者率と一人あたりのむ
し歯本数の三重県平均がそれぞれ 1.38％と 0.04
本に対し、紀宝町は、4.65％、0.13 本と数値が
ともに県内平均を上回る状態となっています。
　むし歯のほとんどは前歯です。哺乳びんを使っ
たミルクや母乳を飲みながら眠ってしまう習慣が
続いていることなどが主な原因のようです。

　睡眠中は、口の中を洗い流してくれる唾液のは
たらきが弱くなります。生え始めたばかりのデリ
ケートな歯の表面は、栄養たっぷりのお口の中で
溶けてしまうのです。
　歯が生え始めてからは、寝入りのミルクや母乳
はできるだけ卒業しましょう。もしも飲んでし
まったときは、朝起きてからの歯のお手入れを十
分に行い、乳歯をむし歯から守りましょう。

　ロコモティブシンドローム（以下：ロコモ）と
は、日本整形外科学会が 2007 年に提唱した『運
動器症候群』のことをいい、運動器（筋肉、腱

けん

、
靭
じんたい

帯、骨など）の障害により、要介護の状態や要
介護リスクの高い状態に陥ります。ロコモは、メ
タボリックシンドローム等が原因で起こる「脳卒
中」や「認知症」と並び、寝たきりや要介護状態
の３大要因のひとつとなっています。
　現在、ロコモ予備群の人を含めると、日本の
40 歳以上のロコモ人口は推定 4700 万人ともい
われています。ロコモを予防するためにも、今日
から早速、ロコモ体操を始め、元気な体づくりに
チャレンジしていきましょう。

◆ロコモチェック !!　
　下記の７つの項目でチェックしてみましょ
う！ひとつでも当てはまれば、ロコモの可能性
があります。
□ 片足立ちで靴下がはけない
□ 家の中でつまづいたり滑ったりする
□ 横断歩道を青信号で渡り切れない　　　　
□ 階段を上がるのに手すりが必要
□ 15 分くらい続けて歩けない　　　　　　
□ 掃除機の使用など、家のやや重い仕事が困難
□ ２Kg 程度の買い物をして持ち帰るのが困難

◆ロコモ体操
開眼片足立ち

（左右１分間ずつ。１日３回）

バランス能力や股関節の
筋力を向上させるための
体操です。机などのそば
に立ち、左足を床につか
ない程度に上げ、右足だ
けで立ちます。その状態
で１分間静止してから、
元に戻します。反対側の
足でも、同様に行います。

スクワット　
（５～６回繰り返し。１日３回）

脚や腰の周りの筋肉を鍛え
るための体操です。いすの
前に立って、肩幅より少し
広めに足を開き、つま先は
かかとを中心に約 30 度開
きます。息を吐きながら、
ひざを足の人さし指の方向
へ曲げ、いすへ腰掛けるよ
うに、ゆっくりとお尻を下

ろしていきます。ひざの角度が 90 度を超えない程
度で止まってから、息を吸いながら元に戻します。
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まちのわだい
TOWN TOPICS IN KIHO

Town topics

３
１

Town topics

9
１

Town topics

13
１

01. 服装の点検を受ける消防団員。
02. 功績章を受ける下さん。03. 式典の
様子。04.機械器具の点検も受けました。

05. 放水訓練を披露する消防団員。

　神内生き活き協議会の分会「守りたい郷土グループ」は、神内地
区の歴史を紹介した冊子「神内の名所・古跡」を２冊作成しました。
　冊子は、区民に地区の歴史を知ってもらい、観光客や地区外の人
への発信につなげようと作成されたもので、神内神社や延命地蔵、
古神殿、笑い恵比寿の岩など、２冊で計 32 か所が写真と記事、地
図で紹介されています。
　冊子は各 600 部発行され、同地区の全戸に配布されたほか、町
内の学校や鵜殿図書館に資料として置かれる予定となっています。

神 内の魅力をまとめた冊子を作成
神内生き活き協議会「守りたい郷土グループ」

　町と町消防団が主催の紀宝町消防出初式が１月３日、まなびの郷
と鵜殿運動場を会場に開催され、団員１１９人が町民の安全と安心
を守り抜く決意をさらに強くしました。
　まなびの郷での式典では、消防団長が今年の決意を新たにすると
ともに、長年にわたり消防団員として功績のあった２８団員が県消
防協会長などから表彰されました。
　鵜殿運動場では、西田町長らによる服装や機械器具の点検のあと、
第３・４両分団による小型ポンプ操法が披露されました。

災 害に備え、団員の士気高揚を図る
紀宝町消防出初式

01. 紀宝剣道の道場には今も木和田さ
んの縦札が残っています。02. 真剣な
面持ちで指導を受ける紀宝剣道の子ど
もたち。03. 後輩たちに剣道の基本を
指導する木和田さん。04. 子どもた
ち一人ひとりと打ち込みをしました。
05.町長に優勝を報告する木和田さん。

03

0201

冊子を紹介する左から猿口さん、下澤さん、阪本さん、矢熊さん

01・02. 真っ赤に実ったイチゴを
一生懸命取る園児たち。03. 味見の
つもりが、あまりのおいしさに、い
くつも食べちゃいました。

　相野谷保育所の園児 28 人は１月９日、大里地区の下
し も じ

地常
つ ね お

夫さんのビニールハウ
スを訪れ、収穫の最盛期を迎えたイチゴをもぎ取りました。
　食べ物の大切さや、収穫の楽しさを知ってもらおうと、下地さんが例年招待して
いるもので、園児たちは、生い茂るツルをかきわけながら、真っ赤に色づいた実を
収穫しました。先生から「ひとつだけ味見してもいいよ」と言われると、園児たち
はその場でほおばり、あまりのおいしさにひとつではやめられず、いくつも食べて、

「甘～い♪」と笑顔を見せていました。

甘 くておいしいイチゴを収穫 !!
相野谷保育所の園児 28 人が体験
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受章者（敬称略）

　昨年 11 月３日に日本武道館で行われた「第 60 回全日本選手権」で日本一に
輝いた紀宝町神内出身の木

き わ だ

和田大
だ い き

起六段が１月 12 日、町役場を訪れ、西田町長
や長村教育長らに優勝の報告をしました。木和田さんは、「礎を築いてくれた紀
宝町のおかげで優勝できました。子どもたちに夢を与えられるよう、２連覇、３
連覇を目指します」と話していました。
　翌 13 日には、田代体育館にある紀宝剣道の道場で、小中学校時代の剣友が集
まるなか、紀宝剣道スポーツ少年団の後輩たち８人に指導を行いました。木和田
さんは、気剣体の一致、残心の大切さを伝え、「試合につながるよう、基本の素
振りもしっかりしよう」とアドバイス。子どもたちは、切り返しや打ち込みなど
をして基本動作を教わりました。指導後は、ＯＢたちも木和田さんと剣を交える
など、力強い掛け声や竹刀の音が道場に響いていました。

剣 道日本一の木和田六段が後輩を指導
子どもたちに夢を与えたい

03

01

02

04

05
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ペンリレー
Penre lay  No .84

つ
な
が
り
を
通
じ
て

竹
野
　
哲
也  

さ
ん
（
鵜
殿
）　

P R O F I L E

たけの　てつや さん　

井田で、AUTO GARAGE TETSUYA
という自動車販売業を営まれてい
る竹野さん。「店を始めて約２年。
初心を忘れず、これからもがんばっ
ていきます」と話していました。

　

私
が
紀
宝
町
に
住
む
よ
う
に
な
っ
て

10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
前
の
職
場
で
紀

宝
町
に
来
る
機
会
が
多
く
、
静
か
で
落

ち
着
い
た
雰
囲
気
が
あ
り
、
結
婚
し
た

ら
住
み
た
い
な
ぁ
と
ず
っ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
願
い
が
叶
い
紀
宝
町
で
住
む

こ
と
に
な
り
、
仕
事
で
も
独
立
し
て
紀

宝
町
で
店
を
出
せ
る
よ
う
に
な
り
、
紀

宝
町
に
根
付
く
こ
と
を
完
全
に
決
め
ま

し
た
。
本
当
に
良
い
町
で
す
。

　

そ
ん
な
良
い
町
に
、
私
な
り
に
何
か

で
き
な
い
か
な
ぁ
と
思
案
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
お
隣
の
倉
本
工
務
店
の
社
長
さ

ん
に
、「
青
年
部
に
入
っ
た
ら
？
知
り

合
い
が
た
く
さ
ん
増
え
る
よ
」
と
紹
介

し
て
い
た
だ
き
、
紀
宝
町
商
工
会
の
青

年
部
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
現
在
活
動

中
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
職
業
の
方
た
ち

が
参
加
・
活
動
し
、
み
ん
な
仕
事
が
忙

し
い
に
も
関
わ
ら
ず
朝
早
く
か
ら
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
私
も
仕
事
の
関
係
上

参
加
で
き
な
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
で

き
る
限
り
参
加
し
、
私
な
り
に
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

前
の
会
社
で
勤
め
て
た
こ
ろ
は
あ
ま

り
思
わ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
自
分
で

店
を
経
営
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
つ
く

づ
く
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
大
事
だ
な

ぁ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
知
人

か
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
方
、
ま
た

そ
の
方
か
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た

方
、
た
く
さ
ん
の
方
の
お
か
げ
で
つ
な

が
り
が
増
え
て
い
ま
す
。
周
り
の
方
々

に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
、
私
一
人
で

は
と
て
も
出
来
て
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
感
謝
で
す
。
こ
の
青
年

部
の
活
動
で
も
い
ろ
い
ろ
な
方
に
出
会

い
、
つ
な
が
り
が
増
え
ま
し
た
。
こ
の

ペ
ン
リ
レ
ー
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
ま

さ
か
自
分
が
ペ
ン
リ
レ
ー
で
つ
な
げ
る

な
ん
て
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　

森
溝
君
、
指
名
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
最
初
は
め
っ

ち
ゃ
嫌
で
、
多
分
嫌
そ
う
な
顔
を
し
て

い
た
と
思
い
ま
す
。
ご
め
ん
な
さ
い
）

お
か
げ
で
貴
重
な
経
験
が
出
来
ま
し
た
。 

　

私
は
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
自
分
か
ら
積

極
的
に
行
動
す
る
の
が
苦
手
で
、
い
つ
も

一
歩
さ
が
っ
て
行
動
し
て
き
ま
し
た
。
で

す
が
こ
れ
か
ら
は
積
極
的
に
行
動
し
て
、

も
っ
と
も
っ
と
つ
な
が
り
を
増
や
し
て
い

き
、
こ
の
住
み
良
い
紀
宝
町
で
青
年
部
の

活
動
を
通
じ
て
微
力
で
す
が
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
月
号
は
井
田
の
松ま

つ
も
と本 

啓け
い

さ
ん
で

す
。
竹
野
さ
ん
か
ら
は
、「
交
友
関
係

が
広
い
の
で
、
す
ば
ら
し
い
方
に
つ
な

げ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。
あ
と
仕

事
も
遊
び
も
ほ
ど
ほ
ど
に
。
お
互
い
も

う
若
く
な
い
か
ら
…
」

若い衆登場
Young  No .84

神か
み
わ
た
り渡　

稜り
ょ
う 

さ
ん
（
鵜
殿
・
20
歳
）　

  

地
域
の
医
療
の
た
め
に

◆
お
仕
事
は
？

　

今
は
、
井
田
石
油
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
4
月
か
ら
は
、

大
阪
の
医
療
関
係
の
専
門
学
校
に
通

う
予
定
で
す
。

◆
趣
味
は
？

　

音
楽
鑑
賞
で
す
。
Ｊ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｐ
か

ら
演
歌
ま
で
幅
広
く
聴
い
て
い
ま
す
。

最
近
の
お
気
に
入
り
は
、
演
歌
で
言

う
と
、坂
本
冬
美
さ
ん
の
「
夜
桜
お
七
」

で
す
か
ね
。

◆
理
想
の
タ
イ
プ
は
？

　

ま
じ
め
で
、
清せ

い
そ楚

な
人
が
タ
イ
プ

で
す
。

◆
旅
に
行
く
と
し
た
ら
？

　

北
海
道
と
か
、
広
く
て
自
然
豊
か
な

と
こ
ろ
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
ド

ラ
イ
ブ
と
か
写
真
を
撮
り
た
い
で
す
。

◆
将
来
の
夢
は
？

　

４
月
か
ら
医
療
関
係
に
つ
い
て
勉
強

し
始
め
る
の
で
す
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
地

元
に
帰
っ
て
き
て
、
臨
床
工
学
技
師
と

し
て
、
地
元
の
医
療
に
貢
献
で
き
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
町
の
好
き
な
と
こ
ろ

　

小
さ
な
町
な
の
で
、
顔
見
知
り
が
多

く
、
み
ん
な
と
の
距
離
が
近
く
て
、
親

し
み
が
持
て
る
と
こ
ろ
で
す
か
ね
。

はしゃぎっ子
Kid s  No .84

【募集】満３歳の誕生日を迎える子ども（平成 22 年４・５月生まれ）を募集しています。
　　　  ご希望の方は、広報係（☎ 33－０３３４）までご連絡ください。申込期限は２月 28 日（木）まで。

小
こ さ ぎ

鷺 瑠
る あ ん

愛ちゃん（井田）

平成22年２月21日生まれ
誠さん＆愛視さんの長女

るあん♥お誕生日おめでとう!!
３歳になってすっかりお姉ちゃ
んになって、妹の愛空と仲良
く、いつも面倒をみてくれて
ありがとう。…お母さんから

石
い し が き

垣 大
や ま と

和くん（井田）

平成22年２月９日生まれ
里奈さんの長男

４月から保育所に行きだした
大和。保育所で覚えた歌をい
つも家で歌って踊っています。
ずっと元気いっぱい明るい子
でいてね♪…お母さんから

山
や ま も と

本 勇
ゆ う さ

沙くん（鵜殿）

平成22年２月８日生まれ
浩さん＆直美さんの三男

乗り物や重機が大好きで、ショ
ベルカーを見るとうれしくてた
まらない勇沙です。またお兄
ちゃんたちと一緒に乗り物見
に行こうね♪…お母さんから

原
は ら

 凛
り こ

子ちゃん（鵜殿）

平成22年２月15日生まれ
康洋さん＆愛さんの次女

こんにちは、りこです。どん
ぐり集めと「こびとづかん」
が大好き。お姉ちゃんと仲良
く、元気で思いやりのある子
に育ってね♪…お母さんから
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バ
ン
活
動
を
通
じ
て
、
非
常
食
等

の
災
害
用
物
資
が
入
っ
た
「
白
い

小
箱
」
の
無
料
配
布
を
行
い
、
住

民
の
危
機
意
識
向
上
を
図
っ
て
お

り
、
紀
宝
町
に
も
３
０
０
個
が
配

布
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
防
災

対
策
係
（
☎
33
―
０
３
３
５
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お知らせ

メール便

mail information

２月号
町の人口 － population －

平成24年12月末現在（前月比)
人口 １１, ９０６（ － １ )

男 ５, ６０１（ ＋ ６)
女 ６, ３０５（ － ７)

世帯 ５, ３９６（ － ５)

主な電話番号 － telephone －

役 場 総 務 課 （33）0 3 3 3
役場企画調整課 （33）0 3 3 4
役場総務課（防災対策）（33）0 3 3 5
役場産業建設課 （33）0 3 3 6
役場税務住民課 （33）0 3 3 7
役場環境衛生課 （33）0 3 3 8
役 場 福 祉 課 （33）0 3 3 9
役 場 出 納 室 （33）0 3 4 0
教 育 委 員 会 （33）0 3 4 1
議 会 事 務 局 （33）0 3 4 2
役場環境衛生課（水道）（33）0 3 4 3
地域包括支援センター （33）0 1 7 5
保 健 セ ン タ ー （32）3 7 0 0
相 野 谷 診 療 所 （34）0 0 1 1
鵜 殿 図 書 館 （32）4 6 4 6
ま な び の 郷 （32）0 2 4 1
神内福祉センター （32）2 0 2 3
鵜殿福祉センター （32）0 9 5 7
熊野自殺防止センター

０５９７９－２－２２７７
【毎週金・土曜日　午後７時から 11 時まで】

防災行政無線（フリーダイヤル）
０１２０－３３４－１１９

おかけ間違えのないように！

今月のワンコ

瑩
え い た ろ う

太朗

　

七
里
御
浜
松
林
を
守
る
協
議

会
で
は
、
近
年
著
し
く
松
枯
れ

が
進
ん
で
い
る
ウ
ミ
ガ
メ
公
園

前
の
井
田
海
岸
に
お
い
て
、
美

し
い
松
林
の
復
興
と
保
全
を
目

的
と
し
て
、「
七
里
御
浜
防
風
林

Ｇ
（
グ
リ
ー
ン
）・
Ｇ
（
グ
ロ
ー
）

作
戦
」
を
次
の
日
程
で
実
施
し

ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

２
月
24
日
㈰

午
前
10
時
か
ら　

※
小
雨
決
行

【
場
所
】　

井
田
海
岸
（
ウ
ミ
ガ
メ

公
園
前
か
ら
御
浜
町
側
の
松
林
）

【
集
合
】　

午
前
10
時
ま
で
に
ウ

　

紀
宝
町
体
育
協
会
主
催
の
第

７
回
町
民
卓
球
大
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

３
月
３
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
か
ら

【
会
場
】　

鵜
殿
体
育
館

【
参
加
資
格
】　

町
内
在
住
、
在

勤
ま
た
は
体
育
協
会
加
盟
団
体

に
所
属
の
方

【
申
込
期
間
】　

２
月
12
日
㈫
か

ら
２
月
22
日
㈮
ま
で

▼
試
合
方
法
や
参
加
申
し
込
み
な
ど

詳
し
く
は
、
体
育
協
会
事
務
局
（
町

教
育
委
員
会
☎
33
―
０
３
４
１
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

新
宮
公
証
役
場
で
は
、
日
曜
・

無
料
公
証
法
律
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

２
月
17
日
㈰
、
３
月

17
日
㈰
、
両
日
と
も
に
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で

【
場
所
】　

新
宮
公
証
役
場

（
新
宮
市
緑
ヶ
丘
２
―
１
―
31

「
カ
マ
ツ
カ
ビ
ル
３
階
」）

【
相
談
員
】　

公
証
人　

中
村
司

（
和
歌
山
地
方
法
務
局
所
属
）

【
相
談
内
容
】　

遺
言
、
相
続
、
離

婚
、
子
の
養
育
費
、
年
金
分
割
、

慰
謝
料
、財
産
分
与
、家
族
の
扶
養
、

任
意
後
見
（
高
齢
者
等
の
財
産
管

理
）、
土
地
建
物
の
賃
貸
借
、
金
銭

の
貸
借
、
売
買
、
贈
与
、
債
務
弁

済
、
保
証
、
そ
の
他
各
種
の
契
約
、

尊
厳
死
宣
言
、
会
社
定
款
な
ど
。

【
そ
の
他
】　

電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
平
日
（
月
曜
～

　

気
象
庁
は
、
津
波
警
報
を
改
善

し
、
３
月
７
日
か
ら
運
用
を
開
始

し
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
、
津
波
警
報
を
発

表
し
た
際
、
予
想
さ
れ
る
津
波
の

高
さ
を
併
せ
て
発
表
し
ま
す
が
、

巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
を

数
値
で
は
な
く
、「
巨
大
」
や
「
高

い
」
と
い
う
言
葉
で
発
表
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。「
巨
大
」
と
い

う
言
葉
を
使
っ
た
大
津
波
警
報
が

発
表
さ
れ
た
時
は
、
東
日
本
大
震

災
の
よ
う
な
巨
大
な
津
波
が
襲
う

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
直
ち
に
高

台
や
避
難
ビ
ル
な
ど
安
全
な
場
所

へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
津
波
が
観
測
さ
れ
た
と

き
に
は
観
測
情
報
を
発
表
し
ま

す
。
高
い
津
波
が
来
る
前
は
、
津

波
の
高
さ
を
数
値
で
は
な
く
「
観

測
中
」
と
発
表
し
ま
す
。「
観
測

中
」
と
発
表
さ
れ
た
場
合
は
こ
れ

か
ら
高
い
津
波
が
来
る
と
考
え
て

警
戒
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

津
波
警
報
は
、
震
源
が
沿
岸
に

近
い
と
津
波
の
到
達
に
間
に
合

わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
海

の
そ
ば
で
強
い
揺
れ
や
弱
く
て

も
長
い
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
直

ち
に
高
い
と
こ
ろ
へ
避
難
を
始

め
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
津
地
方
気
象
台
防

災
業
務
課
（
☎
０
５
９
―
２
２
８

―
６
８
１
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

町
は
、
12
月
28
日
付
け
で
、
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

【
退
職
】　

出
水
洋
志
（
健
康
づ
く

り
推
進
課
主
事
）

　

町
と
一
般
社
団
法
人
日
本
非
常

食
推
進
機
構
は
、「
災
害
救
助
に
必

要
な
物
資
の
調
達
と
普
及
啓
発
に

関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

そ
の
調
印
式
が
12
月
26
日
、
三
重

県
熊
野
庁
舎
で
、
熊
野
市
、
御
浜

町
と
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
大
規
模
災
害
時

の
物
資
調
達
と
平
時
か
ら
の
非
常

用
物
資
の
備
蓄
を
推
進
す
る
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
町
と
し
て
災
害

に
備
え
る
一
方
で
各
家
庭
に
お
い

て
も
災
害
に
備
え
て
非
常
食
等
を

備
蓄
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
普

及
啓
発
し
て
い
く
取
り
決
め
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
機
構
で
は
、
県
内
で
キ
ャ
ラ

金
曜
）
の
相
談
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
相
談
は
す
べ
て
無
料
（
秘
密

厳
守
）
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
新
宮
公
証
役
場

（
☎
21
―
２
３
４
４
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
国
税
庁
『
確
定
申
告
書
等
作  

成
コ
ー
ナ
ー
』
の
ご
案
内

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

所
得
税
や
消
費
税
の
確
定
申
告

書
等
を
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
で
き

る
『
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
』
が
あ
り
ま
す
。
手
軽
に
確

定
申
告
書
等
を
作
成
す
る
こ
と
が

で
き
、
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も

の
を
そ
の
ま
ま
税
務
署
に
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

尾
鷲
税
務
署
の
確
定
申
告
会

場
は
、
尾
鷲
市
民
文
化
会
館
（
せ

ぎ
や
ま
ホ
ー
ル
）
で
す
。
平
日

の
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。
申
告

や
、
会
場
な
ど
詳
し
く
は
、
尾

鷲
税
務
署
（
☎
０
５
９
７
―
22

―
２
２
２
２
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

税
務
署
の
代
表
番
号
は
、
自
動

音
声
で
案
内
し
て
い
ま
す
。
国

税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
は

「
１
」、
税
務
署
へ
の
照
会
や
お
尋

ね
は
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
３
月
15
日
㈮
ま
で
は
、

所
得
税
、
消
費
税
、
贈
与
税
に
関

す
る
相
談
も
案
内
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
「
０
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
、

口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘

れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険

料
を
当
月
末
に
引
き
落
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
月
々
50
円

割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、
現
金

納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
か

月
前
納
・
１
年
前
納
も
あ
り
、
た

い
へ
ん
お
得
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課

国
民
年
金
係
（
☎
33
―
０
３
３
７)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
月
の
尾
鷲
年
金
事
務
所
の

職
員
に
よ
る
年
金
相
談
は
、
２

月
20
日
㈬
午
前
10
時
か
ら
午
後

２
時
ま
で
、
役
場
２
階
大
会
議

室
で
行
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

紀宝町下水道サービス株式会社
浄化槽のご相談は

0120-620-690
フリーダイヤル

紀宝町鵜殿１３７５番地１
TEL：0735-33-0360（代）
FAX：0735-33-0365 
ＨＰ：http://www.pfi-kiho.jp/

有
料
広
告

（外国人を含む）

七
里
御
浜
防
風
林

Ｇ
Ｇ
作
戦
実
施

町
民
卓
球
大
会

参

加

者

募

集

日
曜
・
無
料
遺
言

公
証
法
律
相
談

3
月
7
日
か
ら
津
波

警
報
が
変
わ
り
ま
す

人

事

異

動

災
害
に
備
え
て

協
定
を
締
結
!!

尾

鷲

税

務

署

か
ら
の
お
知
ら
せ

ま
ど
ぐ
ち
国
民
年
金

　

木
本
高
等
学
校
定
時
制
で
は
、

新
入
生
を
募
集
し
ま
す
。
学
び
直

し
を
目
指
す
方
や
中
高
年
の
方
な

ど
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
検
査
科
目
】　

国
語
、
数
学
、
英

語
、
面
接
、
作
文
（
満
20
歳
以
上

は
面
接
と
作
文
）

【
定
員
】　

40
人

【
受
検
料
】　

９
５
０
円

【
出
願
書
類
】　

入
学
願
書
、
調
査

書（
満
20
歳
以
上
は
卒
業
証
明
書
）

【
出
願
期
間
】（
後
期
選
抜
）

２
月
22
日
㈮
～
２
月
26
日
㈫

検
査
日　

３
月
12
日
㈫

※
再
募
集
、追
加
募
集
も
あ
り
ま
す
。

木
本
高
等
学
校

定
時
制
入
学
案
内

広報きほう
大きさ １枠　縦 45mm ×横 86mm

掲載料
１枠につき月額で、
　   町内事業者　  7,000 円
   　町外事業者　10,000 円

町では、「広報きほう」のこの位置に有料広告を掲載しています。
ぜひ、みなさんの会社やお店の宣伝にご活用ください。

詳しくは、

紀宝町役場企画調整課
☎３３ー０３３４まで
お問い合わせください。

広報きほうへ

広告を掲載しませんか？

▼
出
願
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
木

本
高
等
学
校
定
時
制
（
☎
０
５
９

７
―
85
―
３
８
１
１
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ミ
ガ
メ
公
園
飼
育
棟
前
に
集
合

【
内
容
】　

参
加
者
全
員
で
、
ク

ロ
マ
ツ
１
０
０
本
の
植
樹
お
よ

び
松
林
の
清
掃
（
ス
コ
ッ
プ
等

が
あ
れ
ば
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
詳
し
く
は
、
役
場
産
業
建
設
課

（
☎
33
―
０
３
３
６
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

協定書にサインする西田町長。調
印式は、熊野市と御浜町も合同
で行われました。
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平
成

2
5

年
２

月
１

日
発

行
広

報
き

ほ
う

  ２
 月

号
■

U
R

L http://w
w

w
.tow

n.kiho.lg.jp　
■

 印
刷

／
6,000

部
　

文
化

印
刷

有
限

会
社

　
　

　
　

  自
然

保
護

の
た

め
、

こ
の

広
報

紙
は

再
生

紙
お

よ
び

石
油

系
成

分
の

少
な

い
植

物
油

性
イ

ン
キ

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

■
 編

集
／

紀
宝

町
役

場
企

画
調

整
課

広
報

広
聴

係
　

　
 〒

519
－

5701　
三

重
県

南
牟

婁
郡

紀
宝

町
鵜

殿
324

番
地

　
  

　
 T

EL 0735-33-0334　
　

　
　

　
FA

X
 0735-32-1102

明治 33 年ごろ

牛鼻神社

熊野川

相野谷川

現在

　

先
月
号
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
新
コ
ー
ナ
ー

「
写
真
で
振
り
返
る
今
昔
物
語
」。
２
回
目
と
な

る
今
回
は
、
鮒
田
地
区
の
牛
鼻
神
社
付
近
の
写

真
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
写
真
は
、
明
治
25
年
に
新
宮
で
写
真
館

を
開
い
た
故
・
久く

ぼ保
昌ま

さ

お雄
さ
ん
が
撮
影
し
た
も

の
で
、
明
治
33
年
５
月
10
日
に
発
刊
し
た
『
熊

野
百
景
寫し

ゃ
し
ん
ち
ょ
う

眞
帖
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
て
も

貴
重
な
写
真
で
す
。
明
治
33
年
と
い
う
と
西
暦

で
は
１
９
０
０
年
。
今
か
ら
１
１
３
年
も
以
前

の
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

相
野
谷
川
が
熊
野
川
に
合
流
す
る
牛
鼻
近
辺

で
、
和
服
姿
の
人
が
団だ

ん
べ
い平
船
（
川
舟
）
の
上
か

ら
投
網
漁
を
し
て
い
る
姿
が
写
さ
れ
て
い
ま

す
。
左
上
あ
た
り
に
は
、
牛
鼻
神
社
ら
し
き
建

物
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

山
の
形
状
を
確
認
し
な
が
ら
、
現
在
の
写
真

を
撮
影
し
て
き
た
の
で
す
が
、
現
在
は
相
野
谷

川
水
門
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、
山
が
な
け
れ
ば

ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
、一
変
し
て
い
ま
す
。

今
昔
物
語

写
真
で
振
り　

返
る鮒

田
地
区
牛
鼻
神
社
付
近

牛
鼻
（
う
し
は
な
）

　広報きほうでは、みなさんのお宅に眠ってい
る昔なつかしい風景写真を募集します。
　本人またはご家族が撮影された、著作権を完全に保
有されているものに限り、受け付けさせていただき、
このコーナーでご紹介させていただこうと思っていま
す。詳しくは、紀宝町ＨＰまたは役場企画調整課広報
係（☎３３－０３３４）までお問い合わせください。

昔の風景写真を募集します

そ
の
２

写真：久保昌雄氏撮影（新宮市立図書館蔵）

呼
び
名
が
大
切

　

僕
は
、
広
報
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
、
今
回
の
表
紙
に
あ
る
よ
う
な

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
る
表
情
を
撮
り
た
く
て
、
保
育
所
や
幼

稚
園
、
小
学
校
へ
行
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
の

と
き
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
呼
び
名
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
素
敵
な
表
情
を
撮
影
す
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
と

僕
と
の
間
で
壁
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
壁
が
あ
る
と
、
そ
れ
が

す
べ
て
写
真
に
出
て
く
る
か
ら
で
す
。
な
の
で
、
子
ど
も
た
ち
を
撮

影
す
る
場
合
は
、
子
ど
も
の
気
持
ち
に
な
り
、
子
ど
も
と
同
じ
目
線
、

同
じ
テ
ン
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
、
友
達
の
よ
う
に
接
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
呼
び
名
は
と
て
も
重
要
で
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
す
る
と
34
歳
の
僕
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
「
お
っ
ち
ゃ
ん
」
な
の
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
は
「
や
っ
ち
ゃ
ん
」
と
呼
ん
で
も
ら
う
よ
う

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
名
前
を
呼
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
、

距
離
が
一
気
に
縮
ま
る
の
で
す
。
そ
う
い
う
風
に
信
頼
関
係
を
少
し
ず

つ
築
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
心
を
開
い
て
く
れ
る
と
、
家
族
に
し
か
見

せ
な
い
よ
う
な
表
情
を
僕
に
も
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

そ
ん
な
な
か
、
最
近
相
野
谷
保
育
所
で
は
、
さ
ら
に
一
歩
前
を
行
っ

た
呼
び
名
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
名
も
「
カ
メ
ラ
ー
メ
ン
」。
理

由
を
聞
く
と
、
天
然
パ
ー
マ
で
あ
る
僕
の
髪
の
毛
を
見
て
、「
や
っ

ち
ゃ
ん
の
髪
の
毛
っ
て
、
く
る
く
る
し
て
て
ラ
ー
メ
ン
み
た
い
や
ね
。

カ
メ
ラ
マ
ン
じ
ゃ
な
く
て
カ
メ
ラ
ー
メ
ン
や
ね
！
」
と
笑
顔
で
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
距
離
が
ま
た
縮
ま
っ
た
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
や
っ
ち
ゃ
ん
改
め
カ
メ
ラ
ー
メ
ン  

竹
鼻　

康
）

ひ
と
り
ご
と

アカメちゃん

オサメレンジャー

Profile

出身地：地中海
特　徴：体が大きくて 1 番強い！

気は荒いが、力持ちでみ
んなから頼られる存在。
背中には甲羅ではなく、
７本の筋状の盛りあがり
があるよう進化してい
て、泳ぐスピードが早い。

性　格：短気、男気あふれる
趣　味：格闘技、筋トレ
好きな食べ物：クラゲ、甲殻類

Ｋ

（オサガメ）


